
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和２年８月２５日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 岡崎つよし ㊞

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

認知症の高齢者等を地域で見守る支援について

認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続

けることが出来る共生社会が望ましい。そこで認知症の高

齢者等を地域で見守る支援の充実が必要である。

⑴ 認知症サポーター養成講座等支援の現状はどのよう

か。

⑵ 認知症初期集中支援チームとはどのようなものか。

⑶ 認知症の高齢者等が日常生活における偶発的な事故等

で発生した損害賠償責任を補てんする保険に長久手市が

加入することで、本人や家族が住み慣れた地域で暮らし

続けることを支援できる認知症高齢者等個人賠償責任保

険に加入しないか。

２

市内中小企業事業者に対する支援について

新型コロナウイルス感染症が市内中小企業事業者に対し

多大な影響を及ぼしている。

⑴ これまでに実施した市内中小企業事業者に対する新型

コロナウイルス感染症対策の実績はどのようか。

⑵ 今後、追加的な支援策は考えているか。

３
スマートフォンを活用した市民サービスの充実について



総務省の令和元年通信利用動向調査によると、個人にお

けるスマートフォンの全国的な保有率は６７.６％となっ

ている。今後、本市の市民のスマートフォン保有率も上が

ると見込まれる。そこで、スマートフォンを活用した市民

サービスの充実が必要である。

⑴ スマートフォンを活用した市民サービスの現状はどの

ようか。

⑵ 今後、スマートフォンを活用した決済サービス等、新

たな市民サービスの導入を考えているか。

⑶ 導入の際、マイナポイント事業等、政府が進める事業

も含め、市民がその事業を活用することにつながる効果

的な周知方法をどのように考えているか。

４

バスケットゴールの公園等ヘの設置について

桧ケ根公園、鴨田公園にはバスケットゴールが設置して

あるが、他の公園等に設置する考えはないか。


